
 

令和３年度                                082 

講習の区分 ＜選択領域講習＞受講者が任意に選択して受講する領域 講習時間数 ６ 時間 

講習の名称 【選択】学校教育と野外体験活動 講習形態 講義・実習 

開 設 者 長崎大学 定 員 40 名 

開設日/ 時間 令和3年10月2日(土) / 8：50～16：50 会 場 
国立諫早青少年自然の家 

（諫早市） 

履修認定対象職種 教諭 主な受講対象者 全学校種 教諭 

担当教員(講習代表者) / Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ/TEL  

小原 達朗（長崎大学） ／ labo@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員(分担担当者等)  

大嶋 和幸、松元 延行、園部 翔（国立諫早青少年自然の家・長崎大学教員免許状更新講習講師）   

講習のねらい/講習方法/講習到達目標  

講習のねらい： 新学習指導要領で示された「体験活動の充実」を踏まえ、体験活動に関する理解をより一層深める

ことで、教育内容の充実に資する。 
 
講習方法： 講義形式および実習形式（ハイキングやオリエンテーリングなどを予定） 
 
講習到達目標： 体験から学ぶための手法について、基本的な考え方や技術、展開方法を理解する。 

講習内容(概要) /講習計画(時間毎の講習内容を含む) /キーワード 

講習内容（概要）  

 子どもたちの野外体験活動が減少した今日、学校教育の基盤となる体験活動の意義を再確認するとともに、その

活用について考える。そのために、青少年教育施設で行なわれている野外体験活動プログラムを体験し、その基

本的な考え方や技術、児童・生徒への展開方法を身につけ、学校教育への生かし方を考える。 
 
講習計画・内容   

内容等 時 間 担当教員 

受付 8：30～ 8：45  

オリエンテーション 8：50～ 9：00 小原 達朗、大嶋 和幸 

学校教育における体験活動（講義） 9：00～10：00 小原 達朗 

体験学習法の理論講習及び実習(小休憩10分含む) 10：10～12：10 大嶋 和幸、松元 延行、 

園部 翔 

昼食休憩（50分） 12：10～13：00  

野外体験活動の実習 

まとめの講義    (小休憩20分含む) 

13：00～16：00 大嶋 和幸、松元 延行、 

園部 翔 

筆記試験 16：20～16：50 小原達朗 
 
キーワード  （野外体験活動）  （体験学習法）  （主体的・対話的で深い学び） 

成績評価の方法  
成績評価は、各講習担当者が行う試験の成績や講習中の課題への取組み等から総合的に判

断します。 

成績評価の基準  成績評価は、到達目標達成点を100点とし、総合点で60点以上を合格とします。 

履修認定の方法 成績評価の総合点で合格点に達した受講者に対して履修認定します。 

教科書・教材・参考書  担当者にて準備します。 

各自で準備するもの  

■野外活動に適した服装…長袖・長ズボン（スカート不可）・運動靴・帽子・雨具・軍手・ 

リックサック又はナップサック・着替え・替えの靴 

※野外にはアブやブユ（ブヨ）等の虫がいるため、肌の露出は避けてください。 

※上履きと外履きの両方を用意してください。講義も同じ服装で結構です。 

■水筒・タオル・筆記用具（筆記試験があるので必須）        

受講上の注意 

１．「講習の名称」が同じものは 1 度しか受講できません。 

２．視聴障害や聴覚障害などのため、受講に際して特別な配慮が必要な方は、受講申込前

に事務局へお問合せ下さい。 

３．遅刻は原則として認めません。 

４．昼食は持参。 

mailto:／labo@nagasaki-u.ac.jp

